指針様式6　※赤字注釈は提出時削除すること
臨床研究等進捗状況報告書

　　　　年　　月　　日

自治医科大学長　殿
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　申請者（研究責任者）※計画書と整合させる
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　所　属

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　職　名

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　名　　　　システム添付時は押印不要㊞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　所属長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　職　名

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　名　　　　システム添付時は押印不要　㊞
受付番号：第　　　　　　号※許可された最新の受付番号のみを記載する。
課題名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　 　　　　　　　年 　　月 　　日付けで許可決定通知のあった上記の課題の研究進捗状況について、下記のとおり報告いたします。最新の受付番号で許可された日付を記載すること。
記
	実施許可研究期間
	西暦年　　月　　日　～ 　　　　  西暦年　　月　　日
※最初に許可された日付～研究終了予定日を記入する。

	今回報告研究期間
	　  　年  　月  　日　～ 　　　年 　　月　　日
※年1回の報告とする。研究開始日、昨年度の進捗状況報告研究期間により「今回報告研究期間」は研究毎に記載してよい。年度毎に進捗状況報告をしている場合、例えば2021年度報告研究期間は「2021年4月1日～2022年3月31日」とする。

	研究の進捗状況
	・「目標症例数」並びに「実施症例数」を記述する。（今回の報告年度分を含めて全症例数を記述する）
・研究の進捗状況の概要を記述する。
例）症例登録は終了し、現在、登録症例中の〇症例が観察期間中（経過観察）である…など。解析中である場合にはその旨記載すること。

	有害事象及び不具合等の発生状況
	有　・　無
	有の場合の報告日
	　　年　　月　　日

	
	概要（報告後の対応を含む）

※既に報告が済んでいる場合はその旨を記述する。報告をしていない場合は、発生状況の他、報告をしていない理由も記述する。年度中、重篤な有害事象報告を複数回行った場合には、概要に記載することでよい。

	その他特記事項
	試料・情報等がある場合はこちらに「研究計画書のとおりに保管していることを確認した」と記述すること。（試料・情報保管状況報告書は不要）

許可された計画書から保管状況に変更があった場合は、保管状況の変更について変更申請中と記述し、別途該当研究の『変更申請』を行うこと
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